




























3　例えば、白石玲子「賀川ハル」（『雲の柱』7 号、賀川豊彦記念松沢資料館、1988 年、163–178 頁）、
加藤重『わが妻恋し―賀川豊彦の妻ハルの生涯』（晩聾社、1999 年）、三原容子「愛妻ハルの幸



















永 5］）～ 1922 ［大正 11］）7 が経営する福音印刷合資会社（以下「合資会社」）に勤
4　「『男女の協働』とキリスト教公共哲学―賀川ハル（1888–1982）が覚醒婦人協会において目指し
た婦人運動」（『キリストと世界』25 号、東京基督教大学、2015 年、64–87 頁）
5　「賀川ハル（1888–1982）における女性観―家庭と市民社会における女性の役割」『キリストと世
界』26 号、東京基督教大学、2016 年、15–38 頁）
6　「賀川ハル（1888-1982）におけるイエス観―共に歩む人格的存在者として」（『賀川豊彦論叢』24号、
賀川豊彦学会、2016 年、55–72 頁）
7　1852（嘉永 5）年神奈川に生まれ、1876（明治 9）年、山田はなと結婚する。1883（明治 16）
年 4 月 1 日、横浜市住吉町教会（1892（明治 25）年に指路教会と改名）において、米国宣教師
ノックス より洗礼を受けた。平吉が 31 歳頃である。その時の様子を、南小柿洲吾（1845–1917）
の 1883（明治 16）年 4 月 1 日日記には「本日ナックス氏来ルバプテスマ受クルモノ二名ニ即江
川邑岡氏ナリ」と記録される（横浜指路教会百二十五年史編纂委員会編『資料編　横浜指路教
会百二十五年史』日本基督教団横浜指路教会、240 頁）。平吉の実姉がキリスト者であったことや、
1877（明治 10）年に入社したフランス新聞社「レコ ･ デュ ･ ジャポン（L’Eocho du Japon）」
が横浜山手の外国人居留地内に位置していたことから、キリスト教の雰囲気が平吉のごく身近
にあったのだろうと思われる。なお、平吉は、指路教会「歴代長老、執事一覧」名簿に 1894（明



























聖書、トラクト等を印刷していた。ハルとハルの父親 ･ 房吉が勤務した神戸支店開設は 1904（明
治 37）年であり、房吉は支店開設直後の 1904（明治 37）年 5 月から、そしてハルは同年 10 月
から 1913（大正 2）年 3 月末までの 8 年半にわたって勤務する。平吉 ･ はな夫妻には、6 男 2
女があり、はなは 1909（明治 42）年に病死し、平吉は妻の死後の 13 年後の 1922（大正 11）
年 5 月 20 日に亡くなった。




























「明治四十四年」（1911 年）は、当時 23 歳であったハルが勤務する合資会社で行わ
れていた礼拝に後に夫となる豊彦が牧師として初めて訪れた年であった。ハルは、
キリスト者であり、横浜指路教会の教会員であった伯父夫妻の村岡平吉 ･ はな 12 を
9 賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書 第 1 巻、33 頁）
10　賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書 第 1 巻、42 頁）
11　賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書 第 1 巻、42 頁）





























小柿洲吾（1845–1917）の 1883（明治 16）年 6 月 3 日日記にも「十時ナックス 氏邑岡花女（中略）
ニバプテスマヲ施ス」として記録されている（横浜指路教会百二十五年史編纂委員会、前掲書、
249 頁）。
































































































































24　賀川豊彦『賀川豊彦全集』第 14 巻、キリスト新聞社、1964 年、158 頁
25　賀川豊彦、前掲書 第 24 巻、368–369 頁
26　トマス･ジョン･ヘイスティングス「賀川豊彦―科学的な神秘主義者」（『モノ学･感覚価値研究』
第 8 号、2014 年 3 月、20 頁）
























つづられる。1940（昭和 15）年 8 月 25 日、豊彦は反戦運動の嫌疑で渋谷憲兵隊
に拘引され、9 月 13 日に釈放されるまで巣鴨拘置所で過ごすが、その時の状況を
うたっているのだろう。またその後、豊彦は家族の住む東京を離れ、一人で香川県
豊島で一時期を過ごすが、豊島にいる豊彦からハルへの 9 月 19 日の手紙には、「こ
の旨中ハほんとに御心配また御心甚しの程感謝いたします　強いあなただから安心
いたして居りました」30 とある。これもこの拘置所の時の状況を指しているのだろ
28　賀川ハル「1914 年日記」（4 月 29 日）（三原、前掲書 第 1 巻、163 頁）























　ハルは 1914（大正 3）年から 1917（大正 6）年にかけて、豊彦がアメリカに留
学している同じ期間、横浜の共立女子神学校 31 に在学し、卒業後、再び神戸に戻り
夫妻でスラム活動を再開した。その後のハルの視点は、市民社会へとより広く開か
31　共立女子神学校 は 1881（明治 14）年 9 月、バイブル ･ リーダーを養成する専門の学校、偕成
伝道女学校として設立された。1891（明治 24）年、米国婦人一致外国伝道協会（WUMS）を
通して派遣されたルイーズ ･H･ ピアソン（Louise Henritetta Pierson, 1832–99）が偕成伝
道女学校校長専任となった。1899（明治 32）年にピアソンは亡くなり、ハルが在学時代に交
流を深めることとなるスーザン ･A･ プラット（Susan A. Pratte）が二代目校長として就任し
























32　賀川はる「隠れたる真珠の発見」(1921 年 )（三原、前掲書 第 1 巻、315 頁）
33　賀川はる「大きい感動」（『婦人之友』16 [6]）、婦人之友社、1922 年）（三原、前掲書 第 1 巻、361 頁）
34　三原、前掲書 第 1 巻、367 頁
35　賀川ハル「1919 年日記」（三原、前掲書 第 1 巻、245 頁）


























37　賀川はる子「貧民窟物語」（1920 年）（三原、前掲書 第 1 巻、133 頁）
38　賀川はる子「工場より貧民窟へ」（1920 年）（三原、前掲書 第 1 巻、280 頁）






















































































































42　賀川はる子『女中奉公と女工生活』（1923 年）（三原、前掲書 第 1 巻、27 頁）
43　1909（明治 42）年に永眠したハルの伯母である村岡はなが、「斉がロンドンへと発った８日後
に亡くなった」（村岡恵理『アンのゆりかご―村岡花子の生涯』マガジンハウス、2008 年、132 頁）
とあることから、斉のロンドン留学は 1909（明治 42）年から 3 年間と推測できる。ハルは、
神戸の港から英国へと出発した斉の見送りに行ったことを記している（三原、前掲書 第 1 巻、
38 頁）。なお、村岡斎は、1894（明治 27）年 8 月 26 日に幼児洗礼を受けており、また 1921（大
































44　賀川はる子『貧民窟物語』（三原、前掲書 第 1 巻、110 頁）



























（三原、前掲書 第 1 巻、229 頁）
47　「◇」表記は、『賀川ハル史料集』において、「解読不能」とされている文字。
























































50　賀川ハル「消費者の団結と婦人」（三原、前掲書 第 1 巻、436 頁）
51　賀川豊彦「新協同組合要論」（1947 年）（賀川豊彦、前掲書 第 11 巻、505–506 頁）


























53　賀川ハル「おぼへ」（1967 年）（三原、前掲書 第 3 巻、153 頁）
54　賀川ハル「おぼへ」（1969 年）（三原、前掲書 第 3 巻、150 頁）
































57　賀川ハル「1920 年日記」（三原、前掲書 第 1 巻、264 頁）
賀川ハル（1888–1982）における市民社会理解の変遷過程
24
病院、農民福音学校、協同組合等々、多方面に広がる活動におけるハル自身の役割や、
豊彦の死後 20 年以上にわたり雲柱社理事長を務めた働き等への考察も必要である。
さらに、夫妻の市民社会活動、多様な他者との協働による多様な他者のための活動
を歴史的回顧だけに終わらせないためにも、そこから今日的な意義を継承していく
ことも今後の課題である。
　ハルはその前半生において発展的変化を遂げた市民社会への理解をもって、以後
も生涯にわたり、夫 ･ 豊彦と共に市民社会における活動を継続していく。その理
解はまた、ハルが取り組む婦人運動である覚醒婦人協会の活動の基底にもなる。豊彦･
ハル夫妻の公私におけるパートナーシップには、このようなハルの市民社会に対す
る理解もまた重要な役割を果たしたといえるだろう。
